
Web : Zoom ※参加費無料 ※会場定員100名

会 場 : 愛媛大学医学部キャンパス内 創立40周年記念講堂
（愛媛県東温市志津川 愛媛大学医学部附属病院）

第22回愛媛地域医療連携ネットワーク研究会

開 催 日 時

特 別 講 演

シンポジウム

2021年

11月2７日（土）14:30～17:00

話 題 提 供

「ポストコロナ時代の新たな地域医療連携」

「愛媛大学病院地域医療連携ネットワークシステム『HiMEネット』」

「新型コロナウイルス感染症と地域共生社会（仮）」愛媛県保健福祉部（予定）

※参加対象は、医療・保健・福祉・行政機関にお勤めの方
※参加申込みはWebから（詳しくは、裏面をご覧ください）

参加申込
11/18（木）締切

主催：愛媛大学医学部連携病院長会議地域医療ネットワーク協議会
愛媛大学医学部附属病院 総合診療サポートセンター

後援：愛媛県医師会／愛媛県看護協会／愛媛県社会福祉士会／愛媛県精神保健福祉士会／
愛媛県医療ソーシャルワーカー協会

問い合わせ：愛媛大学医学部附属病院 総合診療サポートセンター TEL 089-960-5261/5918

開 催 方 法

※新型コロナウイルス感染拡大状況によっては、会場参加を中止とさせていただく場合があります
※主催者は感染拡大予防ガイドラインに沿って感染防止対策を徹底します



※参加申込みは、11月18日（木）までにお願いします

※招待メールは、11月22日（月）以降にご登録アドレスへお送りいたします

※会場参加の方は、当日 14:00 から受付を行います

※個人情報保護法及びその他の個人情報の取扱いに関する法令を遵守し、個人情報の保護に努めます

参加申込は、Webからの申込みのみとなっております

▶右のＱＲコード
（読み取りができない場合は、https://forms.gle/SDWTSDFbYnEHAtZB6）

もしくは

▶１ 総合診療サポートセンターホームページ https://www.m.ehime-u.ac.jp/hospital/tmsc/

２ 新着情報「第22回愛媛県地域医療連携ネットワーク研究会開催のお知らせ」から申込みください

参加申込み

－新型コロナウイルス感染症への対策－
＜会場参加の方へのお願い＞
1.ご参加者の来場時の検温(非接触型体温計での検温の実施)にご協力ください
（37.5 度以上の体温の方は、大変申し訳ございませんが入場をお断りします）
2.来場時の体調面の確認をさせていただきます
（咳・咽頭痛等の症状のある方は大変申し訳ございませんが入場をお断りします)
3.来場時には必ず手指消毒を行ってください
4.マスク着用でご来場頂き、聴講中も必ずマスク着用をお願いします
5.休憩時には小まめに手洗い・手指消毒をお願いします

プログラム

座長 愛媛大学医学部附属病院 総合診療サポートセンター センター長 日浅陽一

愛媛大学大学院医学系研究科 地域健康システム看護学 准教授 田中久美子氏

話題提供

14:30～14:45

「愛媛大学病院地域医療連携ネットワークシステム『HiMEネット』」

愛媛大学医学部附属病院 総合診療サポートセンター副センター長・准教授 廣岡昌史

特別講演

14:45～15:20

「新型コロナウイルス感染症と地域共生社会（仮）」

講師 愛媛県保健福祉部（予定）※社会情勢に伴い内容は変更となる可能性があります

シンポジウム

15:30～16:55

「ポストコロナ時代の新たな地域医療連携」

講師 戸梶内科医院 院長 戸梶泰伸氏

訪問看護ステーション松山市医師会 所長 柳田令子氏

介護老人保健施設アイリス 看護・介護部長（HITO病院副院長） 田渕典子氏

大洲市社会福祉協議会 総務福祉課長 社会福祉士 黒江雄一氏

愛媛大学医学部附属病院 総合診療サポートセンター 看護師長 坂本ゆり氏

お車でお越しの方は に駐車してください
受付にて無料駐車券をお渡しいたします

会場地図

会場
創立40周年記念講堂

愛媛大学医学部

正門

附属病院外来棟

西門

愛大医学部南口駅

南門

問い合わせ先

愛媛大学医学部附属病院

総合診療サポートセンター

ＴＥＬ089-960-5261／5918

第22回愛媛地域医療連携ネットワーク研究会 趣旨

2020年は新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、人々の生命や健康を脅かし、日常生活や行動様式・意
識など変えざるを得なくなりました。2021年3月に愛媛県は松山市の繁華街クラスターを契機に第４波に入
り、まん延防止等重点措置が適用され、重症者数が増加し、医療崩壊が目の前に起こりました。そのような
中で、医療や福祉・介護現場では、地域住民のいのちと暮らしを守るため、さまざまな知恵と工夫で実践し、
歩みを止めずに現在に至っていると思います。
当院では、ポストコロナ時代や人生100年時代を見据えて、高度急性期医療を担いながらどのように地域

での役割を果たし、どのように連携していけば良いのかを考えています。そこで今年度の研究会では、コロ
ナ禍での実践から今後の新たな地域連携の在り方や課題について考える機会としたいと思います。


